Leptospirosis in the Amakusa District by 吉田 静磨 & 河野 通孝
134　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎医学会雑誌第33巻第11号(増刊号〕 134-142京
天草地方に於けるレプトスピラ病に就いて*
長崎大学風土病研究所　臨林部〔指導兼任所員横田素一郎教授)
長崎大学医学部内科学第一教室(主任　　　　横田素一郎教授〕
吉田静磨・河野通孝
よし　　だ　　　しや　　　ま　　　　　かわ　　の　　みち　　†二か
(本論文の要旨は第58回九州医師会医学会に於いて発表した〕
･緒　　　　　　　呂
天草ほ熊本県の西,長崎県島原半島の南に
位し,熊本県宇土半島と続いていたも甲であ
るが,地殻の変動によって分離したも.のであ
り,上島及び下島が主島で,大矢野島その他
大小90余りの群島からなっている.画境ほ約
800平方キロメートルにして,､400米内外の高
原が連り,海岸線並びに河川の流域に僅に水
田があるが,概して平地は少く,人口は約16
万(昭和30年10月1日国勢調査〕である｡
天草はその地理的並びに気候的関係による
ものか,風土病的疾患が多く,フィラ■リアを
ほじめとし,肺吸虫痘,マラリヤ等の発生が
みられる.叉レプトースピラ病の存在にりいて
も云々されていたものであり,著者等はかつ
て昭和20年より28年に至る9年間に於ける本
病の発生状況を調査した主ころ,本病も天草
に相当に津軽していることが判明した.而る
に之は臨月木症状によってのみL(プトスピラ病
と判定したものであり,果して之が確実にL,
プトスピラ病であるか否か未だ不明のまゝで
あった.著者等ほ之を免疫血清学的に確かめ
るべく調査し, -･二の知見を得たので報告
する.
調　　査　`方　　法
アンケートによる調査を大体の参考とし,主とし
て臨林症状よりみてレプトスピラ病と推定される疾
患の発生したと思われる市町村の各開業医を歴訪し
て,本病らしい患者の有無を尋ね'そ中らしい患者
があれば,それより採血して持ち帰り,夫について
Leplospira icterohaemorrhagiae, autumnalis, hebdo-
madis australis A, canicola及びpyrogenesの6種
のl.eptospiraを用いてSchiiffner-Mochlar凝集溶菌
反応(以下S-M反応と略記)を行った.臨床症状
に就いては患者えの問診或はその主治医の記載に依
るものであり,擢患後相当年月を経ているだけに記
憶の消失及び記載洩れなどがあって,必ずしも正確
を期し得なかった.
′
調　　査　　成　　績
調査区域ほ天草の西海岸,即ち東支部海に画する
卑北及び天草の両町よりはレプトスピラ病発生の報
告がなかったので之を除外し,五和町,本渡町,節
和村,河浦町,牛深市,栖本杜松島町及び大矢野
町の8市町村にて,上島の有明村,姫戸村,倉岳村J
竜ヶ岳村及び御所浦村は都合により調査出来なかつ
た.
オ長崎大学風土病研究所業辞帯292号
以上の8市町村にて'レプトスピラ病の既往歴を
有するものより採血し得たのほ第1蓑にみる如く51
例にして,その中34例(66.7*)がS-M反応に陽
性であった.
之を地域的にみれば,第2表及び図に示す如く,
五和町の鬼他にては,臨床的にレプトスピラ病らし
い患者の発生をみることもあるが,かゝる患者ほ本
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渡市の病院え送院するとのことで,実際の発生状況
ヽ
は不明であり,叉疑わしい患者の血清も採取出来な
かった･本渡市にては,本渡町にて4例中陽性老2
例にして,共にLept･ icterohaemorrhagiaeによるも
のであった･本町は広瀬川の流域に比較的狭い水田
地帯があって,その両側に山が迫り,その間に農家
が点在する所にて,殆んど軒並みに本病患者の発
生がみられ,採血し得た14例中10例が陽性にして
Lept. icterohaemorrnagiaeによるもの1例, L甲t.
hebdomadisによるもの9例であった.亀場及び志
柿にては夫々1例にて共にLept･ hebdomadisに陽
性であった･下浦は本渡市であって上島に属し'採
血し得た所は谷間の部落にて, 5例中3例が陽性
にして,共にLept. hebdor刀adisによるものであ
った･新和村の中田にせは2例中1例がLept.
autumnalisに陽性であり,他の1例は陰性であった
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が'之は臨床的に寧ろフィラリ◆ァによる所謂草ぶる
■　rL　･>　　-　　L
いと思われるものである･碇声iこては1例のみ検査
し, Lept. autuiムnalisによるものである.河浦町の
新合よりは臨床的にレプトスピラ病と思われる患者
l -
7例の報告があったが,報告した開業医が既に他に
転出しているため, 1例かち■も採血出来なかった･
主留及び-町田より夫々1例に就いて検査し,共に
L.叩t. hebdo皿adisに陽性であった･牛深市の牛探
には与れら･じい患者ば1倒もなく;叉久玉にも中味
と同線に患者の発生はみられなかった.牛深市の魚
貫には殆んど平地らしいものはなく,住家は海岸.の
埋立地にあって,住民はその地にある炭坑に依存し
て生活している･魚貫にて採血した4例ほ共に炭坑
夫にして'総べて上.叫　hebdo皿adisに陽性であつ
た･二浦は河浦町の主留に相隣る部落にて, 5例中1
例陽性にして　Lept･ hebdomadisによる:ものであ
った･栖未申及び松島町は上島古と畠-り;一滴本細ま
本渡市下浦に接している･ー栖本村にては5例中
4例陽性にして　Lept･ autumi-alisによるもの1
例　Lepl; hebdomadisによるもの1例及びLept･
australisAによるもの2痢であった.松島耶とては
教良木のみ調査したのであるが, 3例中3例共陽性
であり'総べてLept. hebdomadisによるものであ
った･大矢野島の大矢野町では,上町にのみ患者の
究生があり, 3例中1例陽性にして　Lepl･ autum一
I
nalis.によるものであった･
S -M反応に陽性であった34例について,疫学的
並びに臨床的に観察するに>　L叩t. i亡Ierohaeraorrha-
giae｣によるもの3例, ∫-ept. autumnal.isによるもの
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第8表　症　　　状
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4例　Lcpt. hcbdomadisによるもの25例及び1川pt.
austraHsAによるもの2例であった･発病年は第3
表にみる如く,昭和5年1例, 10年1例, 13年2例
1串年1例, 20年1例, 21年3例'22年6例･ 23年4
例, 24年1例, 25年2例, 26年3例, 28年1例, 29
年3例, 30年1例, 32年2例, 33年2例にして'終
戦後2-3年'8=多く発生している.発病月は第4真
にみる如く1月, 2月及び12月には1例の発生もな
く, 3月, 4月及び5月に夫々1例, 6月2例, 7
月6例, 8月e例, 9月了例, 10月5例' 11月3
例,不明2例にて,夏より秋にかけて多発する傾向
がみられた･
年令では第5蓑にみる如く, 10才代2例' 20才代
lo飼, 30才代9例, 40才代9例, 50才代1例.60才
第9表　有熱期間
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第10表　視力障害発見までの期間
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代l御,不明1例にて, 20才代, 30才代, 40才代の
青壮年が本病に羅患する憤向が強か.1た･
性別は男性28例,女性6例であり,男性は女性の
約4･7倍の罷患率であった.
職業は医師の子供で無職のもの1例及び牛深市魚
貫の炭坑夫4例を除き,他は総べて農業を営んでい
た･
臨床的症状は前駆症として軽度の頭痛,全身倦怠,
食思不振等を訴えたものが数例あった･第8衰にみ
る如く,発病後悪寒,発熱,頭痛,全身倦怠は殆ん
ど全例にみられ,発熱の際戦懐をも伴ったものが半
数近い･脱力感を訴-たものも多い.発熱中睡眠障
害を来したものもあった.有熱期間は判明した29
例に就いてみるに第9表の如く' 1日1例, 3日2
例, 4日1例, 5日2例,了日15例' 10日了例' 20
日1例にして, 7日間発熱するものが最も多かった.
消化韓症状として食思不振は有熱期間中種々の程
度にあり,噴気を訴へたものが28例中4例ほどあつ
たが,埴吐したものは1例もなかった.便通は秘結
に傾くものが多かった･眼球結膜充血は28例中18例
(64･3#),関節痛は28例中19例(67･9#),筋肉痛
は28例中17例(60.3*),眼球結膜又は皮膚に黄痘
の認められたものは32例中6例(18.8*〕であつ
た･その外助血のみられたものが2例あった･
本病に特異な所見として,後遺症に飛蚊症や脱毛
等がみられるが,脱毛は幌復後殆んど全例にみられ'
飛蚊症を訴えものは28例中20例(71･4%)であつ
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た･発病後之の出現するまでの期間は第10表にみる　　月後4例, 4ケ月後1例' 5ケ月後1例, 6ケ月後
如く' 1ケ月以内のもの7例, 1ケ月後S例, 3ケ　　2例, 7ケ月後1例であった.　　　　　　　､
考　　　　　　按
大正4年稲田等のワイル氏病々原体の発見ヽ
報告以来,ワイル氏病及びその額似疾患であ
･
る秋季レプトスピラ病の病原体の発見並びに
その地方的分布状態も次第に明かにされ,レ
プトスピラ病ほ我が国各地に相当に浸経して
いることが判明するに至った･その中でもワ
イル氏病ほ主に都会とか,炭坑地に四季を通
じて発生するに反し,秋季レプトスピラ痛が
主に秋季に地方的に発生することも,既に周
知のことである.レプトスピラ病の病原体と
して現在までに判明しているものほ13撞あ
り,その中我が国■にてその存在の報告されて
いるものにほLept･ icterohaemorrhagiae,
autumnalis, hebdomadis, austrahs A,
pirogenes, catlicola及び　bataviae　の7
種である･ Lept･ bataviaeは未だ分離され
ていないが,昭和23年北岡等ほ群馬県下の本
病患者より,免疫血清学的に之を証明してい
る.著者等ほ天草地方のレプトスピラ病調
査に当･りS-M反応用抗原として, Lept.
bataviaeがなく,他の6程のLeptospjra
を用いた.
天草地方に於けるレプトスピラ病について
六反田等は牛深市魚景の炭坑夫間忙昭和23年
3月より24年4月にかけて発生したものの
血清についてLept･ icterohaemorrhaiae,
autumnalis, australis A及びpyrogenes
の4桂を用いて凝集反応を行い. Lept,
pyrogenes及びaustralis Aに高度に凝集
するもの14例中6例(約42%〕, Lept. ictero-
haemorrhagiaeに凝集するもの2例(約14
%)であったと報告している.魚某地方には
魚貰炭坑以外に権現山,南天及び牛深の講坑
があるが,魚景虎坑にのみ当地方で通称炭坑
風邪と呼ばれる疾患があり,初めて入坑した
場合殆んどのものが一応この疾患に罷るとの
ことである･著者等はかゝる疾患の既往を有
するもの4例に就いてS-M反応を行ったの
であるが, 4例共総べてLept･ hebdomadis
に陽性であり,六反田等が証明した　　･
autumnalis.
morrhagiae
た.只Lept･
したもの1例
ものは同時に
陽性であり,
pyrogenes　及びicTerohae一
によるものは認められなかつ
australis Aに30倍陽性を呈
(No. 30)があったが,この
Lept. hebdomadisに1000倍
Lept･ australisAによるもの
ほ渠頁属反応によるものでほないかと思われ
る･尤も六反田等ほLept. hebdomadisを
抗原とする凝集反応は行っておらないので,
当時に於いてLept･ hebdomadisによる疾
患の有無ほ不明である･元来炭坑にほLept.
icterohaemorrhagiaeの保菌動物である満
鼠が多い関係上,ワイル氏病が多いといわれ
ているが,魚貰炭坑には秋季レプトスピラ病
の主なる保菌動物である野鼠が多く棲息して
いることより考えて,.Lept.hebdomadisに
よる疾患がみられたものと思われる･
魚貰に連る牛深市二浦と河浦町の主留は市
町村統合以前には互に-村を形成した相隣る
部落であったが,そこの開業医石井氏ほ大正
8年開業以来毎年15名余りのレプトスピラ病
らしい患者の発生をみており,自身も大正11
年罷思された由にて　(No.33S-M反応
は陰性)その症状が福岡県下にみられる七日
熱に似ていることから,同地にみられるこの
ような熱性疾患を七日熟を名付けられた･著
■
者等はこの地方にて7例を調査したのである
が, 2例がLept･ hebdomadisに陽性であ
った.之ほ福岡県の七日熱病原体と同種であ
り,従って石井氏の意見の裏付けとなった･
本渡市下浦にては5例中3例Lept. hebdo-
madisに陽性であり,殊に下浦の小手部落
にてほ各家毎に本病の既往歴を有するものが
あり,岡地の開業医の諸に依れば,大正年間
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栖本村と下浦との掛こ本病らしいものが多発
したとのことである･下浦に連る栖本村にて
ほ5例中4例が陽性であり, 1例ほLent.
1
hebdomadis川1例ほLept. autumnahsに
陽性であったが,他の2例ほLept･ austra-
1is Aに陽性であり, Lept. austrahsAに
よる疾患ほ天草全島を通じて栖本村にのみみ
られた･即ち栖本村に於ける秋季レプトスピ
ラ病の病原体ほLept･ autumnalis, hebdo-
madis及びaustralis Aの3種が混在して
いる.
松島町教良木にてほ3'例中3例総べて
Lept. hebdomadisに陽性であり,同地の開
業医の話に依れば,終戦後7日間の発熱期間
を有する疾患が多発しており,腺熱などとい
われていたのであるが,或ほ之に相当レプト
スy.ラ病も混在していたのでほないかと思わ
れる･ Lept･ autumnalisによるレプトスピ
･ラ病ほ栖本村以外でほ大矢野町の1例と新和
･村の2例で■ぁった･このようにLept. autu-
mnalis及びaustralis Aによるものゝ発
生ほLept. hebdomadisによるものに比し
て少く,従ってその発生地域は限定されてお
り, Lept･ autumnalisによる疾患のみ存在
する地域; Lept. hebdomadisによる疾患の
み存在する地域及びそれらの混在する地域
について本病々原体の保育動物である鼠等を
調査することは疫学上興味あることゝ`居.われ
る. Lept･ icterohaemorrhagia占によるも
め,即ちワイル氏病ほ本渡市のみにみられた
が,ワイル氏柄が主として都会地に発生する
と言われている事実より肯けられる. ~ヮイル
.｢､
氏病ほ3例にて他ほ総べて秋季レプトスピラ
病に属すもものであった･
昭和24年陶風後,熊本市及びその近郊に於
いて発生した熱性疾患々者に北岡等ほLept･
icterohaemorrhagiae及びLept, autum･
nalis以外にLept. progenesによるもの
/
-を証明し,叉操等ほ福岡県糸島郡に於いて
Lept･ canicolaによるものをみているが;
著者等ほ天草に於いて　Lept, pyrogenes及
びLept‥callicolaによるものほ1例も認め
なかった･
S-M反応陽性者34例の発病年ほ昭和5年
から昭和33年にまで亘っており,終戦後2-3
年打と多発した懐向が認められる･大体凝集反
応ほ第7柄日出後凡べての患者に出現し,第
Jノ
20病日頃にほ最高に達し,其の後1･2ケ月
間相当高度にあり,発病3ケ月頃よD減少が
始まるが緩徐であって,擢病後10年以上も陽
性に出るが, 3分の1に於てほ陰性になると
云われており,著者等の調査にても陽性者34
例中19例ほ既に10年以上を経過したも･の-eあ
る･然るにS-M反応陰性者の中にも臨床
的にレプトスピラ病と思われるものが多数あ
り,これらの中には実際にレプトスピラ病に
罷患Lながら,既にS-M反応が陰性化した
ものもあるのでほないかと思われる.
発病年令ほ20才代, 30才代及び40才代め青
壮年に多かったが,之ほ木桶の感染が主に水
田にて起り,水田に出て働くものが青壮年で
ある土とより肯定軍れるところで,他の地方
の秋季レプトスピラ病の発病年令と大体一致
している･叉発病月は7月からrlO月にかけて
多く,之も他由地方のL/プトピラ病と同様で
ある.性別では屋外労働に従事する機会の多
し,.男嘩が女性より多く,職業ほ炭坑寿の如き
特殊の感染経路にあるものを除き,感染培地
とも思われる水門に入る農夫が本病に雁るこ
との多かった叫ま当然である.
天草に於けるレプトスピラ病の臨床症状に
ついて六反田等ほ牛探市魚貰に於ける患者に
.
ヽ　　　　_
ついて調査し,ト多(ほ'39o-40-Cの､高熱を
以て突然東軍を伴い発熱ト　10日廟梧留
後急激に3ウoc前後に下熱し,其の間高度の
頭軌関節痛を主訴として軽萬の筋痛を訴
●_
え,眼球結膜及び咽頭の充血ほ稀であり,冒
腸障害はみず,眼球結膜及び岳膚の黄痘をみ
るもyp2-3%,多くほ15-20日で平熱に復
し,重症型でほ後胎症として毛髪及び眉毛の
脱軌由力演退,硝子体澗濁世遺すといふ･
著者等の調査ほ曜患後可成りの年月を経過し
ておって,患者の記憶も消失したり或は不確
実になり,叉主治医の記載も~充分でないため
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に,正晴を印し得なかったのであるが,大体
に於いてその傾向を知り得ると思ふ･
即ち天草地方に於けるレプトスピラ病の臨
床症状も,他の地方にみられる秋季レプトス
ピラ病と同様にして,悪琴,発熱,頭痛,全
身倦怠ほ殆んど全例に認められ,脱力感を訴
えるものがあり,有熱期間も7日のものが最
も多く,波櫞j川a熱等にみられる場合と同様で
ある･その外眼球結膜充血,筋肉痛,関節痛
等が哀られる･眼嘩結膜又は皮膚に黄痘の恵
められたものは18.8%にして,七日熱の11･1
%,アツケ病の約2-%よりも黄痘の出現率が
高いが,秋疫の23･3%,波佐見熱の23.2-
結
天草地方に於けるレプトスピラ病の発生状
況をみるために五和町,素渡市,新和村,河
浦町,牛探市,栖本村,松島町及び大矢野町
の8市町村を調査して,次の如き成績を得
た･
1･臨床的にレプトスピラ病と思われる患
者にて採血したものは51例であり,その血清
について　Lept･ icterohaemorrhagiae,
=
＼
autumnalis, hebdomadis, austrahs A,
pyrogenes及びcamcoolaの6種のLep-
tospiraを抗原としてS-M反応を行った
ところ,陽性者34例にして, Lept. icteroha-
emorrhagiae　に陽性のもの3例, Lept.
auturrmalisに陽性のもの4例, Lept･ heb-
domadisに陽性のもの25例, Lept･ austra-
1is Aに陽性のもの2例であった･
2･地域的にその発生状況をみるに,五和
町鬼池,牛深市牛深及び久玉にはレプトスピ
ラ病らしい患者の発生はなく,従って採血し
たものは1例もない･本渡市にてはLept.
icterohaemorrhagiaeに陽性のもの3例,
Lept. hebdomadisに陽性のもの14例,新
40.9%,作州熟の89･7%よりも少い･後胎症
として脱毛ほ殆んど全例にみられ,飛蚊症ほ
71･4%uこ発現した･之は波佐見熱の61.9'
90･4%,七日熱の62･9%,秋疫の40%,アツ
ケ柄の18･8%に比して精々多い感もするが,
調査に当り或る地域にて患者発見の方便とし
て飛蚊症を訴えたものを対称にしたためでは
ないかとも思われる･飛蚊症め発現ほ早いも
のでは発病後10日前後よ
年乃至1年後に来ること
り
も
;遅いものでほ半
あり,発病後3ケ
月前後に来るものが最も多いといわれている
が,著者等がみた天草に於けるものでは, 17
例中14例が3ケ月までに発現していた･
帯
和村にてはLept･ autumnalisに陽性のも
の2例,河浦町にてはLept･ hebdomadis
に陽性のもの2例,牛探市にてもLept･
hebdomadisに陽性のもの5例,栖本村に
では　Lept. autumnalis　に陽性のもの1
例, Lept･ hebdomadisに陽性のもめ1例,
Lept･ australis Aに陽性のもの2例,松島
町にてほLept･ hebdomadisに陽性のもの
3例,大矢野町にてはLept･ autumnahs
に陽性のもの1例であった･
3･ S-M反応陽性者について疫学的にみ
るに,終戦後2, 3年間にレプトスピラ病の
発生が多く,叉20才代から40才代までの所謂
青壮年者が本病に多く碍患する傾向がみられ
た･性別では男子28例,女子6例にて,男子
が女子より造に多く罷思した･発病ほ7月よ
り･10月にかけて多発し,職業ほ炭坑夫4例と
無職1例のほかほ,総べて農夫であった･
4･臨床症状ほ躍患後相当年月を経ている
だ桝こ,その不確乗さを免れないが,大体他
の地方に見られる秋季レプトスピラ病の症状
と一致していた･
(潤筆するに当り恩師横田教授の御指導並びに御校閲を深謝する. )
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